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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・H27年度上期賞与明細書配布について
配付期間：7/29（水）～7/31(金)　時間・場所：病院2Ｆ 11：00～12：30

・昨年度の職員積立金の計算が終了し、7月の給与明細へ反映されている。金額は各自で確認すること。

・7/31（金）職員日帰り旅行実施。

・千葉　輝夫様～アルツハイマー型認知症で青南病院を通院している方。8/4（火）よりデイナイトケア利用開始予定。火曜～金曜の週4回利用予定。

・金田　光輝様～今週月曜日に体調不良のため体験利用が出来なかった為、8/3（月）に改めて体験利用実施予定。

・藤村　翔　様～7/27（月）今後のグループホーム入居に向けた話し合いを実施。本人は今まで施設にいた為、家での生活にもう少し慣れてから入居したいと話し、10/1頃からの入居を希望している。現在入居予定のグループホームは、8月頃より入居者がいることから、10/1の空室状況は不明となる為、改めて家族で話し合いをし、入居予定日を決定していくこととしている。

・土佐　将志様～8/3（月）11:00～デイケア見学予定。

＜利用者様情報＞

・野月　利章　様～本日朝デイケアではなく青南病院に来ており、状況を確認。ぼんやりとしながら暑さと眠気を訴えており、スタッフからデイケアに来所することを促すと、すぐに応じ来所している。バイタルサインの異常はない。来所後は作業に集中して取り組まれており、眠気の訴えは目立たない。引き続き本人の訴えや身体状況を確認していき、適時介入していく。

・鈴木　惇浩　様～本人より架電あり。今朝から腰痛があるとのことでデイケアを欠席希望。原因はわからず、起床時から痛みがあるとのこと。痛みが強いのであれば病院受診するよう促すと、「様子を見て行ってみようかと思います」と話している。次回来所時に腰痛の状況を確認していく。

・関向　智　様　～本日外来受診時に担当医と面談を実施。デイケアに対して楽しくない、孤立してしまう感じや過度の緊張感があると話している。現在4ヶ月間ポスティング作業を継続して行うことが出来ている為、一時デイケア利用中断とし、今後希望時には再利用を検討していく。

・北村　奈美　様～本人より架電あり。隣家の母親が、日中毎日子供を大きな声で叱るため、緊張やストレスで腹痛が出現していると話している。夕方になると隣家の母親の声は落ち着くとのことだが、水を飲むとすぐに腹痛が表れることから薬があまり飲めず、食事については、夕食のみで1日に1食しか摂っていない状況。昨日は、22:30に夕食を摂った後に朝食後薬を服用したとのこと。「精神的にも肉体的にも限界を超えた」「今日でも明日でも入院した方がいいのかなぁ」等と話している。デイケア等、外に出る機会を増やすようアドバイスをし、ストレスを感じる環境から距離をとり、生活リズムを整えていけるよう関わっていく。

・古舘　正行　様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘時、疎通が悪く煙草を取りに来ないことや、ライターを帰し忘れるなどの様子が見られていたとのこと。本日来所時には同様の様子はなく、穏やかに過ごしているが、昼食頃より顔色の不良さや手指の振戦が見られている。引き続き状態確認を行っていく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。リハビリパンツをゴミ箱のところに置くことや、靴下をヘアバンドのようにして頭に着けていること、服を重ねて着ているなどの不潔傾向があり、スタッフが介入しているとのこと。デイナイトケアではいつもと変わりなく過ごされているが、本人の行動に注意し、青風荘と情報共有しながら介入を行っていく。

・倉橋　生子　様～昨日日中、デイナイトケア利用者と偶然目が合った際、口調荒く高圧的な態度が見られている。その後青風荘では同様の様子はないとのこと。本日来所時には穏やかに過ごしており、高圧的な態度は見られていない。来所時には他者との交流に注意し様子観察を行っていく。

・大久保　康弘様～昨日、移山寮三浦氏より連絡あり、青森ワークキャンパスへの入所が8/3(月)に決まったとのこと。19時兄様来所され、入所日が決まったことを本人へ伝えている。急に決まったことに対し戸惑っているような言動あるため、スタッフよりあまり焦らず、土、日でゆっくり準備していくように伝えている。本日来所時には少し眠れなかったと話しているが、穏やかに過ごしている。

＜外来情報＞

・関向　智　様～本日担当医と面談をし、デイケア利用中断となっている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（久慈　邦夫　様）　

実施日：H27年7月30日（木）13：30～14：00

担当チーム：佐々木･服部・工藤

検討内容　目標見直し

	氏名
	久慈　邦夫　様
	性別
	男
	年齢
	58
	生年月日
	S32.1.24

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	病状の安定

	入院歴
	計　2回（最終：H21年7月16日～H21年10月30日）

	通所歴
	2回目

· 今回：H21年11月4日～現在（デイケア週2回/月･水曜日）

	その他サービス利用
	当院通院(1回/2週)･訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣(1回/2週)

	住居：自宅
	家族構成

H13年7月に母が死去した後は単身生活となる。

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金

2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載

　S59年(27歳)、転勤(ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ業)となった後より上司との対人関係に悩むようになる。同時期より幻聴･注察妄想などの症状が出現。S61年退職し帰郷。帰郷後も、「隣家で自分の事を話している」「監視されている」などと話すことがあった為、母が精神科の受診を勧めS62.5.7八戸赤十字病院(精神科)を受診。統合失調症と診断され、以後、同院への通院を継続していた。その後も上記症状は改善せず、H1.11.8当院を受診し、同日当院1回目の入院（任意入院）。H9.8.30当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院､訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用､小規模作業所「うみねこ幸房」への通所を継続していた。H20年4月、小規模作業所「うみねこ幸房」の施設体系が就労移行支援事業に移行したことから同施設の利用を中止。H21年5月頃より怠薬傾向となり、翌6月上旬頃より「ｽﾄｰｶｰされている」「ｶｰﾃﾝを閉めていたのに手紙の内容が知られていた」などの被害･注察妄想が出現。随時服薬の調整･指導を行っていた。H21.7.16　4：00頃、登山用ﾋﾟｯｹﾙを持ち隣家へ押し入り、「探偵を頼んで調べさせているだろ」「電波が入ってきている」「ｽﾊﾟｲを仕向けて連絡を取り合っている」などと訴え、威嚇することがあり警察に保護される。その後も妄想様の発言が持続し落ち着きのない状態であったことから、同日10：30警察官･保健所職員が同行し、当院を受診し2回目の入院となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①服薬管理をしっかりと行い、調子を崩さないようにする為にデイケアに通う。
	①服薬の必要性を理解し忘薬がないようにする。また、生活リズムを整え、服薬・食事摂取・睡眠へ支障のないようにし病状の安定を図る。
	①調子を崩した際は、自ら訴えることが出来るようにする。
	①服薬管理をしっかりと行う。生活面・睡眠状況の変化や病状変化を感じたら自ら伝える。スタッフは話を聞く際に、本人が話やすい環境で傾聴する。

	②体力を維持する為にも体重増加を目指す。
	②運動プログラムへの参加とバランスの良い食事をしっかり摂り体重を増やす。
	②筋力をつける為に持続した動きをし、栄養状態を保つ為にも、昼食は全量摂取する。
	②運動プログラムでは持続した動きで取り組み、体力を維持する。食事は適切な食事内容か食事量か相談し、アドバイスを受ける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①調子を崩した際は、自ら訴えることが出来るようにする。
	・利用率はほぼ100％で、祝日のみ欠席している。来所時間は一定している。

・単身生活をしており、近所付き合いは挨拶程。

・睡眠時間や服薬に関して問題は見られない。

・自ら何かを訴えることは殆どない為、スタッフからの話し掛けが必要。しかし、困ったことや伝えなければいけないことと自身が思ったことは、自分から相談することができている。

・スタッフが話し掛けた内容によっては、他者に自分の話しを聞かれるのが嫌な様子である。

・以前デイケアの掃除用具室にて唸っている様子があったと他利用者から情報提供あり。スタッフから声を掛けるが「なんもなんも」とのみ話している。
	自ら話し掛けることや訴えることが少ない為、小さな変化を見逃さないよう普段と違う様子が見られた際には、本人に変化について伝えるなど、スタッフから声掛けを行っていく必要がある。今後も目標を継続し、計画に関しては、本人が話しやすい環境調整を行いつつ、スタッフから声掛けを行っていくこととする。

	②筋力をつける為に持続した動きをし、栄養状態を保つ為にも、昼食は全量摂取する。
	・運動プログラムの参加に拒否は見られない。エアロビは疲れると話されるが、担当医から減量について説明を受けていることを振り返ることが出来ている。

・昼食はうみねこ幸房の食事を注文（おかずのみ）、ご飯は持参している。←全量摂取できている。

・朝食・夕食は近くのスーパーで惣菜等を購入して食べている。時々作ることもある。(体重6月55.8kg、4月55.6ｋｇ、3月55.8kg、2月56kg。)


	運動への取り組みに関して、全体的に動きは小さいが、体力維持と持続して取り組めるよう継続して声掛けを行っていく。食事については、簡単な調理方法で、食事の種類を増やして頂けるよう、また、食事に関して本人からの相談がない為、些細なことでも相談し食事の参考にして頂けるよう関わっていく。

	その他
	・1年中、帽子とマスクを着用しており汚れが目立っている為、清潔や格好についての目標を立案する必要がある。

・就労については希望なく、現在のままで良いと話されている。

・病状変化は見られないが、生活環境に変化があり、昨年10月より、うみねこ幸房利用者の特定女性を事情があり自宅に泊めている様子。本人からはその件に関して一切話されることはない。現在の状況を踏まえた上で、話題には触れず、引き続き生活状況の確認を行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①服薬管理をしっかりと行い、調子を崩さないようにする為にデイケアに通う。
	①服薬の必要性を理解し忘薬がないようにする。また、生活リズムを整え、服薬・食事摂取・睡眠へ支障のないようにし病状の安定を図る。
	①調子を崩した際は、自ら訴えることが出来るようにする。
	①服薬管理をしっかりと行う。生活面・睡眠状況の変化や病状変化を感じたら自ら伝える。スタッフは話を聞く際に、本人が話やすい環境を設定し、スタッフから声を掛けて状況を確認していく。

	②体力を維持する為にも体重増加を目指す。
	②運動プログラムへの参加とバランスの良い食事をしっかり摂り体重を増やす。
	②筋力をつける為に持続した動きをし、栄養状態を保つ為にも、昼食は全量摂取する。
	②運動プログラムでは持続した動きで取り組み、体力を維持する。食事は適切な食事内容か食事量か相談しアドバイスを受ける。スタッフは本人の状況を確認していき、必要に応じてアドバイスをしていく。















































